
調査結果と簡潔な分析



▪ 2021年度の認証評価に向け、経年変化を調べるため同じ設問を使用して学生の意識調
査と行動調査を行ってきた。

▪ しかしながら、学生支援委員会と学生支援課が中心となり、学生支援のワンストップ
サービスが開始されるため、今後は学生支援と学修支援の改善の手掛かりとするため
の学生意識調査が必要となる。

▪ 次の年度からは、本旨から外れる行動調査は各課とセンターに任せ、学生支援では学
習意識の調査を行う設問に切り替えるべきであると考える。



▪ 分析 183人の学生から回答を得た。manabaでの告知が奏功したと思われる。できれ
ば回答者数は200名を超えたいものである。



▪ 分析 コロナ禍にあって国際的な往来が停止または制限されていたため、回答を求め
たときには新規に留学生が入学できず、日本人の割合が多くなった



▪ 分析 各学年に回答者が分散しているので良好ではあるが、三年次の学生からの回答
が少なかったのが残念である



▪ 分析 実際の学生男女比とは異なり、男子学生からの回答が得られていない印象が得
られる。選択肢にその他という性別を設けたが、回答がなかった。記名式の意識調査
であるためだと思われる。



▪ 分析 回答した学生は現代英語で51.4%、国際コミュニケーション学科全体で48.6%と
理想に近い分散となっている



▪ 分析 アドバイザー以外の
教員への相談が多くなって
いると結論できると思われ
る。学修支援センターへの
相談が21名いたことは、セ
ンターの活動が有効に働い
ている証拠であると考えら
れる。友達への相談件数が
経年的に最多であるが、本
学教職員と違い友達に守秘
義務はないため、デリケー
トな問題への相談には向か
ないと指導しているところ
である。



▪ 分析 コロナ禍で十分なオリエンテーションと情報発信ができなかったため、20.8%
の学生がスクールカウンセリングを知らなかったという結果が出ている。その他の学
生には、必要のある学生には利用されているようであるが、今現在必要のない学生に
も気軽に来てほしいという希望がある。



▪ 分析 カウンセリングルームを知らなかった学生は回答に参加していない。「カウン
セリングがどういうものかよくわからない」という回答はほぼすべて、知っているが
行かないと回答した学生である。



▪ 分析 自宅・寮・寮以外の賃貸物件で回答はほぼ同じで、アンペロス寮が多くなって
いる。



▪ 分析 回答結果からは、ほぼ半数の学生が徒歩通学圏内に住んでいることが分かる



▪ 分析 車両通学のルールを知っていて守っていない学生が4人いるため、指導が必要
である。



▪ 分析 授業終了後にすぐに帰宅する、またはアルバイトに行く学生が多い。コロナ禍
でサークル活動を制限したため、サークル活動を行うと回答した学生が大変少ない。



▪ 分析 学食、コミュニ
ティラウンジ、ライブラ
リーと空き教室で八割を
占めている。CoSTaス
ペースと回答した学生の
割合が少ないので改善が
必要である。



▪ 分析 アルバイトをしていない学生は二割程度に過ぎず、その中には留学生は6人し
か含まれていない。多くの学生はアルバイトをし、一週間に複数回のシフトを持つ学
生がほぼ半数である。



▪ 分析 本学の授業の都合で、平日の日勤はほぼ不可能であるため、ほとんどの学生の
アルバイトは夕刻から始まることが分かる

アルバイトをしていない 26.8%

18:00 25.1%

17:00 19.1%

16:00 4.9%

15:00 3.3%

19:00 2.2%

その他 18.6%



▪ 分析 多くの学生のシフトは8時から10時で終わることが分かった。ただし、23時以
降に終わる学生が合計27名おり、半数以上が日本人の二年生である。

アルバイトをしていない 26.2%
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19:00 3.3%

その他 13.6%



▪ 分析 前述の深夜勤の学生数に対して授業に影響が出ている学生は12名である。



▪ 分析 睡眠時間が少ない学生が25%を超えているが、アルバイトに影響があると回答
した学生とはほとんど重ならない



▪ 分析 朝食を摂らせるように指示があるが、朝食を毎日または時々摂る学生で75%な
ので正常であると考える



▪ 分析 ほとんど学生が健康であると考えている。



▪ 分析 97.3%の学生が非喫煙者であり、喫煙する学生は5人に過ぎなかった。学籍番号
から喫煙する学生は全員２年生以上で、喫煙は適法である。



▪ 分析 飲酒は36.5%の学生に経験があるとの回答を得た。飲酒経験のある学生は、学
籍番号からは全員２年生以上で、飲酒は適法であった。



▪ 分析 回答者の中にはいなかったが当然の結果であり、今後も急性アルコール中毒の
学生を出さないよう、引き続き啓発する必要性がある。



▪ 分析 二名の学生が過去において過度の飲酒を強要されたと回答している。命に係わ
る行為なので、講話等で指導をする必要がある。



▪ 分析 学内に一時期特定の宗教の信者が勧誘に来ていたとの情報があり、そのころの
経験ではないかと推測する。



▪ 分析 13人の学生が「はい」と答えており、ネットリテラシー等の講話での指導が必
要である。



▪ 分析 特記するべき内容はなかった



▪ 分析 ５段階評価で中央値は3であるが、評価の高い回答のほうが評価の低い回答よ
り多かった。やや良い寄りの「普通」である。



▪ 分析 主に親が支弁している。設問が悪く、原資が貯蓄か奨学金かが判別できない。



▪ 分析 理解していると答えた回答と同じ程度、もっとよく知りたいと回答している。
説明はオリエンテーションで行っているが、機会を増やす必要があろうか。



▪ 分析 半数以上の学生が理解している。「知る必要はない」と答えた学生が前の設問
と同じであるので、彼らは奨学金プログラムを必要としない学生だと判断する。



▪ 分析 奨学金の条件や金額、対象となる範囲について意見の提示があったので、検討
の対象とする。



▪ 分析 海外での学修や研修に参加したことがある学生の数が、想定よりも少なめであ
る。調査した2020年度はコロナ禍による海外との往来制限があり、回答者に一年生が
含まれているため、この数字となっても仕方がない。



▪ 分析 海外学修経験のある学生は、大半が本学に入学したときからそれを目標にして
いたことがわかる。



▪ 分析 海外学修経験のある学生にとって、海外経験は学習の地平線を開拓する経験と
なったと理解できる。



▪ 分析 「はい」と答えた学生には一年生が多く含まれていた。一年生を対象とした学
内でのTOEIC試験が終わった直後に実施したためである。



▪ 分析 受験の一番の目的は自分の能力の把握のためで、三年生の受験が少なかったの
が意外な結果である。



▪ 分析 学習方法や教材への不安、努力が点数に反映されないことの不安など、指導者
なしで学習していることが理解できる回答である。



▪ 分析 学修支援センターの存在は十分に理解され、利用経験がある学生と興味がある
学生を合わせると半数を超える。



▪ 分析 カウンセリングルームと違い「どのようなところかわからない」の回答が多い
ため、ここを改善すると利用が増えると予想できる。



▪ 分析 66.1%の学生は定期的にもしくは用事があれば話をしている。



▪ 分析 アドバイザーと話さない学生は、既に自律的であるか、アドバイザーと接点を
持つことを望んでいない可能性がある。



▪ 分析 ５段階評価で中央値・最頻値は2と3である。1の評価も4と5を足したものより
も多く、全体として満足されている。



▪ 分析 トイレの広さ
とバスの利便性へ
の要求は常にある
が、今回の回答で
は売店が一番改善
が要求されている
ところで、具体的
には品ぞろえに不
満があるようであ
る。



▪ 分析 満足しているという回答が一番多いが、開始時期が遅いという回答が次点であ
るので、要求に完全には答えられていない。



▪ 分析 満足しているという回答が一番多いが、開始時期が遅いという回答が次点であ
るので、要求に完全には答えられていない。



▪ 分析 過去においては、休講掲示と教室変更は必ず見ると回答があったが、62.8%の
学生は気が向いたときに知りたいところだけ見ると回答している。また、自分で直接
見ずに友人に確認を頼む事例も増えている。



▪ 分析 知りたいことがある時だけ参考にするという回答が最も多く、それが本学も想
定している回答である。



▪ 分析 トイレの個室の大きさ、バスの時刻、売店の品ぞろえ、食堂の味とレパート
リーのほかに、wifiの接続速度に不満が出ている。



▪ 分析 交流していないと答えた学生が36.1%いるのは、コロナ禍の中では仕方がない。
半数の学生は授業やイベントで交流を持っている。



▪ 分析 交流をしたくないと回答した学生が3名いるが、交流できない理由は忙しいこ
とと機会がないことであった。回答数1の回答には、コロナ禍による渡航制限のため
交流機会がないという趣旨のものが多かった。

忙しい 37.9%

機会がない 15.2%

交流したくない 4.5%

留学生がいない 3%

その他、回答数1の設問 39.4%



▪ 分析オンラインでも開催するイベントを求める声が多いので、検討する必要がある。



▪ 分析 ライブラリーを利用しない学生は割合において少数派で、試験前などの用事が
あればほとんどの学生がライブラリーを利用したことがあると回答している。



▪ 分析 学外の図書館を利用しているのならともかく、利用する必要性を感じず本が嫌
いな学生をライブラリーに呼ぶ必要はないのではないかと考える。



▪ 分析 知っているが使っていない、と使い方がわかれば使いたいを足したらほぼ半数
である。基礎演習等で導入はするが、それ以後の定着には至っていないようである。



▪ 分析 ５段階評価で中央値は3、1と2の評価を含めてほぼ８割なので、満足度は高い
といえる



▪ 分析 ５段階評価で中央値は3、1と2の評価を含めてほぼ８割なので、満足度は高い
といえる



▪ 分析 約半数の学生が「収入や知名度などよりも、自らの興味・関心を優先して職業
を選びたい」と回答し、「大学で学んだことを生かせる職業を選びたい」という回答
と併せて、多くの学生が自己実現を目的として進路を考えていることが理解できる。



▪ 分析進路について考えていることは進路について答えが出ていることとは異なるが、
少なくとも自分の進路に対して無思慮ではない学生が約８割である。



▪ 分析 約８割の学生が就職することを希望している。人文系の文系大学のためか、大
学院への進学は「まだ定まっていない」の次であった。



▪ 分析 主体的学修時間は１時間弱が半数で、資格取得に備えた学習が充実していると
は言いにくい調査結果である。



▪ 分析 本学の建学の精神であるキリスト教精神はほとんどの学生に理解されている。
しかしながら理解度は90%後半程度である必要がある。



▪ 分析 ５段階評価で中央値は3、高い評価も低い評価もともに数字が低く、受講を終
えても十分な理解を得られていないのではないかと考える。



▪ 分析 本学が感染拡大初期に一斉休校措置をとった理由は理解されていることが分
かった。



▪ 分析 「いいえ」の回答は存在しなかった。全学的な協力が得られたと結論できる。



▪ 分析 遠隔授
業が最も高い
評価を得てい
るが、それ以
外の対策は他
の業種でも採
用しているも
のがある。政
府の指示の外
出自粛は不評
であったよう
である。



▪ 分析 逆に
効果があっ
たからこそ
であるが、
遠隔授業と
外出自粛が
最もストレ
スが高い対
策であるこ
とが示され
た。



▪ 分析 COVID-19の感染拡大や新型インフルエンザのパンデミック等が起こった場合、
大多数の学生はそれでも遠隔授業を求めている。



▪ 分析 不安と疑問と焦りを足すと回答の過半数となる。同時期に教員が感じていたの
と同じことを学生自身も感じていたとわかった。



▪ 分析 有線通信が無線通信よりも多く利用されていることが分かったが、「わからな
い」という回答が思いのほか多く、設問が悪かったと思われる。

通信各社による光回線 33.3%

ケーブル通信 8.2%

5G 1.6%

4G LTE データ使用無制限 6%

4G LTE 7GB以上 4.4%

4G LTE 7GB未満 3.3%

わからない 39.9%



▪ 分析 最も回答が多かったのは遠隔会議システムであった。遠隔授業開始時にはオン
デマンド教材の作成が主流であったが、いつしか遠隔会議システムがデファクトスタ
ンダードとなっている。



▪ 分析 コロナ
がすぐに収束
すると考えて
いた時期には、
早く対面授業
に戻ってほし
いという希望
が多かったこ
とがわかる。
遠隔授業は決
して好意的に
受け入れられ
ていなかった。



▪ 分析 対面指導者がいないので学習時間が減少すると予想していたが、学習時間は現
状を維持するか逆に増えている。遠隔授業のため課題の指示が増え、文科省が指導す
るところの単位の実質化がなされたためだと推測する。



▪ 分析 授業の進め方が変わった授業と以前のままの姿に戻った授業で半々であると理
解できる回答である。



▪ 分析 同じ事
象をプラスと
とらえるかマ
イナスととら
えるかを調べ
たが、PPTに
よる授業は部
屋の薄暗さ以
外は学生に
とって好意的
にとらえられ
ていると考え
られる。



▪ 分析 オンデ
マンド授業も、
否定的な回答
よりも好意的
な回答が多
かった。授業
のペースが実
際には学生の
理解よりも早
いことの理解
は、今後の学
習指導の際に
役立てるべき
である。



▪ 分析 遠隔
会議システ
ムによる授
業はスムー
ズに進んだ
ようである
が、完全に
良さを引き
出すには教
員側の研修
が足りない
と考えられ
る指摘がな
されてい
る。



▪ 分析 学生は
時間外学習を
行っていない
のではないか
と考える教員
が多いが、こ
の回答からは
学生は時間外
学習を行って
おり、そのた
め遠隔授業が
うまくいった
のだと推測で
きる。



▪ 分析 不足
して困った
ものの中で、
ライブラ
リーの利用
が少なかっ
たことが意
外な結果で
ある。



▪ 分析 遠隔授業に追われて、読書をやっている時間がなかったのが、読書量が増えな
かった理由であろう。



▪ 分析 LMS manabaは好意的に受け入れられていて、卒業するまで利用を求める意見
が一番多い。


